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今年も土曜丑の日が近づき、一年で最もうなぎの需

要の多い時期となりました。昨今この時期になると毎

年のようにうなぎの産地偽装が発覚し世相をにぎわし

ます。産地や商品の偽装はうなぎにとどまらず今年も

牛肉で昨年と同じような偽装が発覚しています。

毎年のように繰り返されるこのような偽装事件、

よくも懲りずに繰り返すものだと唖然とするばかりで

す。ごく一部の不心得者による行為は業界全体や産地

等の地域社会に対する消費者の信頼を喪失させるもの

で看過できません。

うなぎの産地偽装とセットでこの時期いつも話題とな

るのが、使用が認められていない抗菌剤等の検出です。

動物用医薬品も農畜水産業の生産性や品質の向上に

不可欠な生産資材ですが、適切に使用されなければ食

品の安全性にも直接の影響を与えるものです。これら

に対しては、消費者の関心が高く畜水産物に対する消

費者の信頼を確保するためには、使用者だけでなく生

産から流通・販売、関連行政に携わる関係者が一丸と

なって適正使用を推進して行くことが何より大切です。

動物用医薬品を生業とする業界関係者は、今一度、

平成15年に施行された食品安全基本法の基本理念を踏

まえての食品関連事業者としての責務、「動物用の医薬

品の生産、輸入又は販売その他の事業活動を行う事業

者は、自らが食品の安全性の確保に第一義的責任を有

していることを認識して、食品の安全性を確保するた

めに必要な措置を適切に講ずる責務を有する」という

気持ちに立ち返り、国民の信頼を損なうような事件を

絶対起こさない、起こさせないという気構えで一丸と

なり今年後半の業務に取り組んで参りましょう。

動物用医薬品に関する通知について紹介します。詳細は、動物用医薬品検査所HPの通知データをご覧ください。

◎動物用医薬品に関する通知について

通知年月日/通知番号�

3 28

19消安第14948号�

19消安第15420号�

19消安第14721号�

3 28


